
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

   

   

〇 第７７回示現会展に向けての委員会の実施 
〇 地方の活動報告 
〇 巡回展報告・愛知支部 
 裏面 〇＜特集＞巡回展報告・石川・京都支部 

        インボイスについて 
 
 
 

ウクライナ侵攻が始まり１年以上がたちました。悲惨な状況が続い
ている中、今度は中東での戦争。いつも犠牲となるのはごく普通の
生活をしていた人々。瓦礫の山と化した建物にだれが住んでいたの
だろうと心が痛みます。 
平和への願いを改めて思います。 

 

 

一般社団法人 

２０２３・１２・４ 

 

般社団法人 

（通算 NO４７） 

般社団法人 

２０２３年度 

事務所 ☏ 03-3824-9128 

般社団法人 

． １０ 

１２
月
２０
日
よ
り
最
後
の

支
部
巡
回
展
が
福
井
で
開

催
さ
れ
ま
す
。 

そ
し
て
、
次
の
示
現
会

展
に
向
け
て
の
準
備
も
始

ま
り
ま
し
た
。 

１１
月
５
日
（
日
）
第
７７
回

示
現
会
展
に
向
け
て
の
検

討
を
議
題
と
し
た
委
員
会

を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。 

 

出
品
申
込
書
、
応
募
要

領
、
ポ
ス
タ
ー
、
入
場
券
、

案
内
状
等
を
検
討
し
ま
し

た
。 

ま
た
、
展
覧
会
に
関
す
る

日
程
表
、
各
支
部
に
於
け

る
巡
回
展
の
日
程
な
ど
が

示
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
れ
ら
に
合
わ
せ
て
上

半
期
の
日
程
が
決
ま
り
ま

し
た
。 

 

 

い
た
だ
き
、
一
つ
一
つ
の
作
品
や

作
者
の
想
い
を
大
切
に
し
た
ご
助

言
や
ご
指
摘
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
、
出
品
者
は
大
変
満
足
の
い
く

も
の
で
あ
っ
た
。 

 
 

最
後
に
先
生
ご
自
身
の
作
品
へ

の
想
い
を
語
ら
れ
、「
絵
は
上
手
下

手
で
は
な
く
、
観
る
人
の
心
に
触

れ
る
も
の
で
あ
っ
て
欲
し
い
」
と

力
説
さ
れ
た
。 

 

さ
ら
に
は
絵
を
通
し
た
社
会
貢

献
に
つ
い
て
も
語
ら
れ
、
制
作
す

る
者
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い
励
ま

し
の
言
葉
と
な
っ
た
。 

 

来
館
者
は
案
内
や
新
聞
等
で
知

り
、
あ
る
市
の
市
長
さ
ん
や
市
議

会
議
員
さ
ん
を
始
め
、
こ
の
会
の

作
品
が
好
き
で
必
ず
来
ら
れ
る

方
、
グ
ル
ー
プ
で
来
ら
れ
る
方
、
知

人
・
親
戚
の
方
等
さ
ま
ざ
ま
で
あ

っ
た
。
ど
の
方
も
熱
心
に
作
品
を

観
て
、
感
想
を
述
べ
あ
っ
た
り
批

評
し
あ
っ
た
り
、
出
品
者
と
作
品

に
つ
い
て
深
く
話
を
さ
れ
て
い

た
。
ま
た
、
そ
の
場
で
絵
を
通
し
て

話
が
弾
み
、
交
流
を
一
段
と
深
め

る
こ
と
が
で
き
た
。 

 愛
知
支
部
長 

小
島 

兼
一 

 

 

 

名
古
屋
巡
回
展
で
は
、
本
部
か

ら
の
作
品
６０
点
と
愛
知
県
三
重
県

静
岡
県
か
ら

３６

点
が
展
示
さ
れ

た
。
支
部
展
で
は
、
全
国
展
に
出
品

し
た
者
の
ほ
か
に
１７
名
の
者
が
支

部
展
の
み
に
出
品
し
、
来
年
度
以

降
に
向
け
た
広
が
り
を
示
す
展
示

が
で
き
た
。 

 

ま
た
、
搬
入
搬
出
時
の
役
割
分

担
や
準
備
等
は
、
総
会
時
に
打
合

せ
が
し
っ
か
り
で
き
て
お
り
、
当

日
も
大
変
ス
ム
ー
ズ
に
準
備
、
片

付
け
が
で
き
た
。 

 

７
月
１９
日
（
水
）
の
指
導
会
で

は
、
成
田
禎
介
理
事
長
に
お
越
し

 

 

北海道示現会展が開催されました。今回は２５点の作品を展示しました。 
会場となる道新ギャラリーは札幌市の中心街に位置する北海道新聞社大通館

伏見区は昔から大きな河川が有り良質な地下水に恵まれ酒造業が発達して酒
蔵が集まり趣の有る街並み、水運が発達し現在は遊覧船『十石舟』の運航など京
都有数の観光地の一つで有ります。春は桜、秋は紅葉。空と樹と建物、今回は少
し肌寒い日でしたが１７名が参加、思い思いの場所で水彩やスケッチに取り組
みました。３時頃からは支部長荒井先生の講評を受けお互いに新鮮で有意義な

時間を過ごせました。現場写生は規
制に気を使いながらも仲間との開放
された楽しいひと時でもあり終了後
は現地解散となりました。 
 （現地説明は Webページを参考に
いたしました。「京都市伏見区」「NPO
法人伏見観光協会」） 

京都支部庶務係 石川貞夫 

 

１０月２１日（土） 

京都市伏見区酒蔵周辺 

１０月５日（木）～１０日（火） 

道新ギャラリー 

の 7階にあり、交通の便が非常に良
いところです。 
連日大勢の方が見えました。 
次年度は令和６年９月２４日（火）
～２９日（金）の日程で開催を計画
しております。    

 
北海道示現会 岩佐邦夫 

今後の予定 

１２月１７日（日 リモート研究会 
１月１４日（日）リモート研究会
２月１３日（火）会計監査 
        理事会 
２月１８日（日）リモート研究会 
３月 ５日（火）定時会員総会 
３月２３日（土）２４日（日） 

作品搬入 
４月 ３日（水）第７７回示現

会展開始 
懇親会 

   



 

 

  

     

 

  

 

 

 

   

 

 

 

 

   

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

に
テ
レ
ビ
金
沢
様
、
北
陸
放
送

様
に
は
ニ
ュ
ー
ス
報
道
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

今
年
も
１
，
２
８
６
名
の
方

に
安
ら
ぎ
を
与
え
る
１
０
４

点
の
絵
を
観
賞
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

ま
た
、
一
水
会
、
光
風
会
の

代
表
者
の
方
々
に
も
ご
来
場

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

来
年
の
示
現
会
金
沢
展
は

令
和
６
年
１０
月
３
日
（
木
）

か
ら
７
日
（
月
）
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
  
 
  
 
  

石
川
県
支
部
長 
松
本 

隆 
 

 

金
沢
巡
回
展
は
７
月
６
日

（
木
）
～
１０
日
（
月
）
に
か
け

て
、
石
川
県
立
美
術
館
に
お
い

て
開
催
し
ま
し
た
。 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
主
催

者
で
あ
る
示
現
会
常
務
理
事

佐
藤
祐
治
先
生
、
北
國
新
聞
社

事
業
局
次
長
の
挨
拶
に
始
ま

り
、
後
援
と
し
て
石
川
県
の
代

表
者
様
、
金
沢
市
の
代
表
者
様

か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
に
よ
り
、
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。 

マ
ス
コ
ミ
と
し
て
は
、
テ
レ

ビ
局
３
社
、
ラ
ジ
オ
局
様
。
特

第
７
６
回
示
現
会
京
都
展
・

巡
回
展
（
京
都
市
京
セ
ラ
美
術

館
） 令

和
５
年
９
月
を
終
え
て 

猛
暑
の
中
、
大
汗
を
流
し
て
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
こ
な
し
、
久
し

振
り
の
別
会
場
で
の
授
賞
式
。

多
く
の
方
に
観
て
頂
く
事
に

よ
っ
て
作
品
と
し
て
完
成
し

て
い
く
歓
び
を
得
る
一
週
間

し
た
。 

終
了
直
後
荒
井
支
部
長
よ

り
「
会
期
中
、
毎
日
会
場
に
居

て
感
じ
た
事
は
支
部
員
一
人

一
人
が
受
付
け
は
勿
論
、
来
場

者
へ
の
対
応
等
細
心
の
気
配

り
の
お
陰
で
今
回
は
３
２
０

０
名
以
上
の
入
場
者
が
あ
り

大
盛
会
と
な
り
ま
し
た
。
感
謝

で
す
。
」
と
の
挨
拶
が
あ
り
閉

会
と
な
り
ま
し
た
。 

勉
強
会
で
は
錦
織
先
生
の

甘
辛
批
評
を
時
間
の
限
り
頂

き
、
具
体
的
な
色
の
使
い
方

等
、
絵
の
具
を
混
ぜ
る
の
は
パ

レ
ッ
ト
の
上
で
は
無
く
て
キ

ャ
ン
バ
ス
の
上
で
、
他
の
先
生

方
と
違
う
視
点
で
の
考
え
方

な
ど
興
味
深
い
所
が
有
り
、
あ

っ
と
言
う
間
の
ひ
と
時
で
し

た
。
芸
術
を
心
の
栄
養
と
し
、

制
作
に
臨
む
。 

 事
務
局
庶
務
係 

石
川
貞
夫 

 

 

テレビで紹介された徳島展 

巡回展も１２月２０日より開催される福井展で終了します。 

地域文化の向上にも貢献し、多くの方々が鑑賞されました。 

京都展では３０００人以上の来館者の報告がありました。一人一人素晴らし

い作品が会場を飾飾った成果とも言えます。 

 

 

 

１． 取引ごとの入力  

〇１取引ごと（１つの請求書ごと、１つの領収書ごと、1つのレシートごと）に入力。日付は、実際の取引日 
２． 証憑の保存  

〇必ず取引先自体の請求書も保存 

３． 講師謝金  

〇謝金の領収書を受領する際は、源泉控除前の謝金金額を記載 
源泉税 5,685円が控除され、本人の手取が 50,000 円の場合、源泉控除前の 55,685 円を記載 

４． 内容が空欄（またはお品代）の領収書  

〇レシートが発行される取引については、基本的にレシートを保存 
５． 手書きの領収書  

〇内容を記載した領収書にする 

６． 日当・手当に関する領収書 
〇日当や手当に関しても、受領した本人の領収書で保存 

７．収入取引に対して交付したインボイス（領収書・請求書）の控えの保存 
〇インボイス制が導入されると、収入取引に対して交付したインボイス（領収書・請求書）の控えの保存が必要となります。事
業者から受領する広告料等に関しては、インボイスを交付すると思われますので、そのような場合は、交付した領収書・請求書
の控えの保存 

＜インボイス制導入に関しての留意点＞ 

 

支部、各係
での金銭の
取り扱いに
関して 

前の「事務局だより」でも報告しましたが、
一般出品者の中に９０代の方が３名そのうち
２名は初出品でした。お年を召されても絵を
描こうという気力は素晴らしいものがありま
す。現寿賞受賞を目指して頑張りましょう。 


